


改訂増補版の刊行に際して

先に当所が半田知雄編 「ブラジル日本移民史年表」 を刊行したのは、 １９７６年８月のことであった。 それまで日本移民史・コロニア史に

関する基本的な年表が無く、不便をかこっていた研究者及びコロニア一般の人々に、３年余にわたるこの半田個人の手になる労作は、大変

好評をもって迎えられ、 広く利用されてきた。 爾来２０年、 当年表が絶版となってからも久しい年月がたつが、 当研究所としてはその重版を

望みながらも主として財政的な理由でその目途がたたず、 これまでの歳月を経過してきた。

ところが昨年、 日伯修好百周年にあたり、 同記念事業サンパウロ協力委員会橘富士雄委員長より、 記念事業の一環として編纂費を助成

する故、 同年表の増補版を上梓してもらいたい旨の依頼があった。 当所として、 もとより望むところであり、 この依頼に全面的に賛同、 受

諾し、 早速当所研究者スタッフの総力を投入、 編纂事業にあたることとした。

しかし、 事業に着手し半田年表を再検討してみると、 １９７３年をもって終わっている同年表に、 ７４年以後９５年に至る期間を単に増補す

るだけでは十分でないことが明らかとなった。 この２０年の歳月の経過は、 長い年月を移民史とともに歩んで来た世代の者には簡潔な表記

の半田年表でも十分に理解できるが新しい世代の利用者にとっては、半田年表に更に解説を加えなければ理解不可能な事項が多く、全面

的に改訂加筆する必要のあることがわかったからである。

とはいえ、 記念事業の一環として、 同年内に刊行まで漕ぎつけることは不可能にしても、 数年をそれに費やすこともまた許されないことで

あった。

編纂スタッフは同じ百周年事業協力委員会に申請し、記念事業として助成を受けているプロジェクト「日系社会文化の諸相」の調査研究テー

マをそれぞれかかえており、 その事業と並行しての編纂を行って来たわけであるが、 事業開始以来、 各自分担して半田年表を再検討し手

を加えると同時に、 ７３年以後の増補作成にも当たり、 その結果を持ちより、 月１～２回の会合を開いて担当部分を交換し、 全員が相互に

手を入れるとともに問題点を討議し、 出来得る限り完全を期した。

しかしなお、 問題点、 疑問点のすべてを原資料に当たり、 検討することは資料不足などで技術的に困難であり、 また制約された期限内で

時間的にも困難であった。 従って、 出来上がったものにはまだ不十分・不統一な部分が多くあるが、半田編に較べると改訂増補のため２倍

余の重厚な版となり、 一応ブラジル日本移民 ・日系社会の歴史の流れを把握できる内容のものとなったと考えられる。 内外の研究者、 日

系社会一般の利用者と、 広く江湖のお役に立ち得れば幸いである。

１９９６年 １０月

サンパウロ人文科学研究所 所 長 宮 尾 進



■凡 例

本年表に使用した文献資料は巻末に掲げてあるが、 本文中の引用文献は下記の如く略記してある。

・ 「在伯同胞発展録」 ＝ 「発展録」

・ 「わが国民の海外発展一移住百年の歩み」 ＝ 「百年の歩み」

・ 「サンパウロ年鑑」 ＝ 「サ年鑑」

・ 「ブラジル日本移民の草分け」 ＝ 「移民の草分け」

・ 「日毎新年特別号」 ＝ 「新年特別号」

・ 「パウリスタ年鑑」 ＝ 「パ年鑑」

・ 「コロニア五十年の歩み」 ＝ 「五十年の歩み」

・ 「ブラジルに於ける日本人発展史」 ＝ 「発展史」

・ 「福島記念誌」 ＝ 「記念誌」

・ 「パラナ日系６０年史」 ＝ 「パラナ６０年」

・ 「移民四十年史」 ＝ 「四十年史」

・ 「戦後四半世紀の軌跡」 ：＝ 「戦後四半世紀」

・ 「埋れ行く拓人の足跡」 ＝ 「拓人の足跡」

・ 「物故先駆者列伝」 ＝ 「列伝」

・ 「コロニア戦後十年史」 ＝ 「戦後十年史」

・ 「コロニア産業地図」 ＝ 「産業地図」

・ 「伯刺西爾年鑑」 ＝ 「ブラジル年鑑、 或は 「時報年鑑」

▼本年表はブラジル日本移民及び日系社会に関した事項を主としたものであるが、中心は日本移民のほとんどがはいり、しかも今日尚、日



系人１３０万人の７２％強が居住するサンパウロ州に関する事項が多い。 特に現在、 全日系人の２７％に当る人口が集中しているサンパウ

ロ市及び１４％が居住する市周辺の大サンパウロ都市圏が中心となる。

▼従って、 サンパウロ州以外の州はミナス或はミナス ・ジェイラス州、 マット ・グロッソ州、 パラナ州又は北パラナ、 南パラナなどと州名を

明らかにしてあるが、 州名の明記してないところはすべてサンパウロ州内、 又はサンパウロ市内であり、 例えば 「文協」 とか 「ガルホン ・

ブエノ街」 とかは、 時として州名及び市名を省略してある。

▼〇〇線××駅＝戦前は鉄道線路を中心として地名を表記した。 例えば 「中央線モジ・ダス・クルーゼス駅」 の如くであるが、 これはモジ・

ダス ・クルーゼス市 （郡） の意である。

▼以下文中の用語及び略記を記すと次の如くである。

・北パラナ、 南パラナ＝パラナ州北部、 南部

・ノロエステ、 奥ソロカバナ、 パウリスタ＝サンパウロ州内のノロエステ （北西） 鉄道、 奥ソロカバナ＝ソロカバナ延長線鉄道、 パウリス

タ＝パウリスタ延長線鉄道などの沿線地方をさす。

・ ミナス＝ミナス ・ ジェライス州、 パラナ＝パラナ州、 リオ＝リオ ・デ ・ジャネイロ市又は州

・プ ・ プルデンテ＝プレジデンテ ・ プルデンテ市 （郡）

・ ミル、 ミルレイス、 コント＝１９４２年までの貨幣単位 １ミル＝１０００レイス （１ミルレイス） １コント＝１０００ミルレイス

・クルゼイロ＝１９４２年以後の貨幣単位 ＣＲＵＺＥＩＲＯ＝ＣＲ

・伯国＝伯刺西爾 （ブラジル） 国。 従って、 全伯は全ブラジル、 聖州＝サンパウロ州。 同様に聖市はサンパウロ市。

・南大河州＝リオ ・グランデ ・ ド ・スール州

・コロニア、 日系コロニア＝戦前は一般に在留同胞社会或は在留邦人社会と称していたが、 戦後二・三世後継世代を含めて日系社会を

単に 「コロニア」 或は 「日系コロニア」 と呼ぶに至ったが、 現在では 「日系社会」 と変りつつある。

・植民地＝戦前移民が集団して形成した開拓地を 「植民地」 と称し、 それぞれ 「○○植民地」 と名称をつけた。 「○○移住地」 と名称し

たところもある。

・海興＝海外興業株式会社

・ コンセッソン＝Ｃｏｎｃｅｓｓａｏ、 コンセッション。 政府所有地で特権賦与された土地。

・ セラード＝Ｃｅｒｒａｄｏ。 ブラジル中央高原地に広がるアフリカのサバンナに似た土壌地帯。



・ブラ拓＝ブラジル拓殖組合。 １９３０年代設立された各県海外移住組合連合会の現地事業会社。

・文協＝単に 「文協」 と表記の場合はサンパウロ市在、 「ブラジル日本文化協会」 をさす。 設立時は 「サンパウロ日本文化協会了と称し

た。

・文化センター＝単に 「文化センター」 とある場合はブラジル日本文化協会ビルをさす。

・援協＝上記同様、 単に 「援協」 とある場合はサンパウロ市在の 「サンパウロ日伯援護協会」 をさす。 設立時は 「日本移民援護協会」 と

称した。

・老ク連＝サンパウロ市在 「ブラジル日系老人クラブ連合会」

・県連＝サンパウロ市在 「ブラジル日本都道府県入会連合会」

・日文運＝サンパウロ市在 「日伯文化連盟」

・日学連＝ 「日本語学校連合会」 サンパウロ市にあったが現在は 「日本語普及センター」 に合体。

・事業団＝現在は 「国際協力事業団」 （ＪＩＣＡ） をさすが、 ＪＩＣＡの前身であった 「海外移住事業団」 もさす。

・人文研＝サンパウロ人文科学研究所

・商銀＝ブラジル拓殖組合金融部門から銀行として独立した日系の 「南米銀行」 （Ｂａｎｃｏ Ａｍｅｒｉｃａｄｏ Ｓｕｌ）。

・ ＵＳＰ＝サンパウロ州立大学 （Ｕｎｉｖｅｒｓｉｄａｄｅ ｄｅ Ｓａｏ Ｐａｕｌｏ）
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■移民史 ・日系社会史
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